
令和６年度第１回伊勢市市民公益活動促進委員会　議事録 

 

日　　時：令和６年８月２日（金）13 時 30 分～15 時 00 分 

場　　所：オンライン開催 

出席委員： 

委 員 長 池　山　　　敦　氏　（皇学館大学　教育開発センター准教授） 

副委員長 藤　岡　喜美子　氏　（(公社)　日本サードセクター経営者協会東海支部長） 

秋　山　則　子　氏　（NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク　理事長） 

川　北　　　輝　氏　（津市市民活動センター　センター長／ 

　　　　　　　　　　　NPO 法人津市 NPO サポートセンター　理事長） 

中　川　眞由美　氏　（明倫地区まちづくり協議会　会長） 

中　森　忠　司　氏　（伊勢市社会福祉協議会　地域福祉課　課長） 

江　﨑　明　裕　氏　（伊勢商工会議所　企画推進室　課長） 

北　村　智　子　　　（伊勢市環境生活部　市民交流課　副参事兼男女共同 
参画係長） 

【いせ市民活動センター指定管理者】 

特定非営利活動法人　いせコンビニネット 

増　川　尚　男　　　（事務局長） 

西　川　恒　夫　　　（いせ市民活動センター長） 

浦　田　宗　昭　　　（いせ市民活動センター企画部長） 

【事務局】 

山　下　智　也　　　（市民交流課　課長） 

坂　本　展　章　　　（市民交流課　主幹兼市民交流係長） 

森　　　崇　晶　　　（市民交流課　市民交流係） 

 

 

１．あいさつ 

 

２．委員委嘱について 

 

３．委員長、副委員長の選任について 

　　委員長　池山氏、副委員長　藤岡氏を選任。 

 

４．協議事項 

・令和５年度のいせ市民活動センターの管理運営状況について 

※（委）＝委員　（指）＝指定管理者　（市）＝伊勢市 

 

（指）資料（事業報告書）に沿って令和５年度の管理運営状況について説明。 



 

（委）今年の特徴的な、事業における目玉、新規の取り組みの中で、「令和５年度はこれ」と

いうものがあれば教えてほしい。 

 

（指）一つは防災講座の開催、あとは市民活動フェスティバルを無事に開催できたことであ

る。 

 

（委）防災講座は初の取り組みか。 

 

（指）一昨年、令和４年から始めている。 

 

（委）主催者として参加者の反応をどう受け止めているか。 

 

（指）参加団体は元々熱心に活動している団体が多かったので、随分反応も良かったと考え

ている。危機意識や備えについても話を聞きながら、具体的に必要な手立てもわかっ

て有効な講座であった。 

 

（委）防災講座は令和５年９月なので能登の地震の前の開催であったが、その後、能登の地

震があって、みなさん更に関心が高まったのではないか。 

 

（委）能登の支援に令和６年６月に行かせていただいて、その際に毎年能登のコミュニティ

センターで行われている「祭り」も手伝わせてもらった。「災害があってもできた」と

いうことが、復興を思わせる。毎年続く地域の祭りは、何かあっても復興に向けての

目標にもなる。地域の祭りは大事である。 

　　　市民活動センターは２階以上が伊勢市の指定避難所となっていると思うが、北館２階

は郷土資料館になると聞いた。そうなった場合、避難所としてはどうなるのか。 

 

（市）来年度北館２階に郷土資料館が入る計画が進められている。避難所の関係は、危機管

理課とも調整しながら丁寧に対応したい。 

 

（委）この防災の講座では、子ども関係の活動をやっている人たちが、いっぱい集まってき

た。復興に向かうときに同じ困り事を抱えた人たちが、連絡を取りながら助かってい

くことが大事だと思っている。障がいを持っている方とか、引きこもりの方とか市民

活動の切り口が似たような人たちが専門の方を呼んで講座をしていくと、市民活動を

している人同士も交流できて、活動も盛んになる。 

 

（指）センターとしても個別の課題に応じた講座もこれから考えていきたい。 

 



（委）事業別の報告で効果を書いてもらっているのはいいと思う。例えば、防災講座の効果

に関しては、アンケートを見ても、話した内容が伝わっているのがよくわかった。た

だ、効果の書き方にばらつきがあり、内容が効果になっていないものもある。より成

果を出すためにそこは押さえてほしい。すべてに効果を書いてもらったのは、とても

いいと思う。 

　　　登録団体が、１６７団体とあるが数ではなくその実態が知りたい。これまで、実態調

査はやったことがあるか。もしくは登録時の団体の情報を集計しているか。 

 

（指）数は把握しているが、実態調査としては取っていない。１０年ほど前に一度アンケー

トを取っている。その時は団体の人数と金額の規模感、ボランティアにどれだけ時間

を費やしているかについて確認した。 

 

（委）市民活動センターの一番の役割は、市民活動団体の支援である。一方的なメニューで

の支援ではなく、それぞれの状況に合わせた支援をしないと、いつまでたっても効果

は出てこない。毎年とは言わないが、何年かに１回は把握するべき。伊勢の市民活動

センターは長く指定管理をしてきているので、できる力は持っていると思う。ぜひ思

考を変えてやってもらいたい。 

 

（委）今回の報告書の中で修繕の課題が多く報告されているが。中には早急に対応するべき

ものもあるが、すでに対応しているのか？ 

 

（指）早急に対応すべき箇所については対応できている。 

 

（市）今回北館の２階へ郷土資料館が入ることに伴い、来年度、市民活動センターの建物も

改修を予定している。経年により改修が必要な箇所は、利用者に考慮しながら設計し

ていきたい。 

 

（委）ボランティア、市民活動の団体登録で、伊勢の特徴として、重複して登録している団

体が見受けられる。実情を踏まえて市民活動センターと一緒に対応を協議していけた

らと考えている。 

　　　災害に関する講座について、災害ボランティアセンターで、入門講座を８月２３日に

実施予定である。これについても共同、連携していけたらと考えている。 

 

（委）前回物価高騰による支出の増加についての話があったかと思うが、今回はそういうこ

とはなかったのか。 

 

（市）令和４年度にはあったが、令和５年度はなかった。 

 



（委）企業から地域とつなげてほしいという要望もあるので、そういう話があれば一緒に連

携が取れると良いと思っている。 

 

（委）市民活動のハブになっている市民活動センターと、事業者のハブになっている商工会

議所とで連携していただければ、有意義である。 

 

（委）昨年度より人件費９万円の増。ただ、開設時間で計算すると苦労されているのではな

いか？ 

 

（指）非常に苦慮しているが、工夫しながら管理運営している。 

 

以上


